
　
県
内
に
６
病
院
が
あ
る
福
島

県
厚
生
連
で
は
、
地
震
に
よ
る

建
物
の
大
き
な
被
害
（
一
部
損

壊
あ
り
）
は
な
か
っ
た
も
の
の

福
島
市
に
あ
る
厚
生
連
本
部
の

建
物
の
損
壊
が
激
し
く
一
時
機

能
停
止
状
態
で
、
全
体
の
状
況

が
つ
か
め
な
い
状
態
で
し
た
。

　
労
組
で
は
地
震
発
生
後
、
い

ち
早
く
災
害
対
策
本
部
を
作

り
、
厚
生
連
と
も
一
体
と
な
っ

て
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

職
員
・
患
者
の
被
災
状
況
把
握
、

物
資
の
支
援
、
避
難
後
の
意
向
、

雇
用
に
関
わ
っ
て
の
協
議
な
ど

山
積
す
る
課
題
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。

　
福
島
原
発
か
ら
３
キ
ロ
し
か

離
れ
て
い
な
い
双
葉
厚
生
病
院

で
は
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、

地
震
発
生
当
初
か
ら
、
大
き
な

混
乱
が
続
き
ま
し
た
（
福
厚
労

双
葉
分
会
長
・
松
崎
純
子
さ
ん

の
手
記
を
参
照
）。

　
僅
か
に
30
キ
ロ
圏
外
に
あ
る

鹿
島
厚
生
病
院
で
も
、
20
〜
30

キ
ロ
圏
内
に
屋
内
待
避
指
示
が

出
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、
３
月

18
日
か
ら
患
者
・
入
所
者
の
移

送
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
南
相
馬
市
の
拠
点

病
院
と
し
て
鹿
島
厚
生
病
院
の

診
療
再
開
に
向
け
た
調
整
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
残
る
４
病
院
で
も
患
者
・
職

員
の
受
け
入
れ
を
行
う
と
と
も

に
、
労
組
各
分
会
で
県
労
連
・

民
主
団
体
に
加
盟
す
る
組
織
が

集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
地
域
毎

の
「
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に

結
集
し
て
、
支
援
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

３
月
11
日
14
時
46
分

　
こ
の
日
は
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た

が
、
病
棟
も
落
ち
着
い
て
お
り

「
今
日
は
17
時
で
帰
れ
る
か
な
」

と
思
い
な
が
ら
、
３
病
棟
浴
室

で
入
浴
介
助
外
回
り
中
だ
っ

た
。
最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た

揺
れ
。
５
病
棟
に
繋
が
る
渡
り

廊
下
の
防
災
扉
を
押
さ
え
て
い

た
が
、
大
き
な
揺
れ
と
な
っ
て
、

す
ぐ
自
分
の
立
っ
て
い
た
渡
り

廊
下
と
３
病
棟
の
接
続
部
が
落

下
し
、
３
階
か
ら
１
階
ま
で
穴

が
開
い
た
。
か
ろ
う
じ
て
よ
け

た
が
、
天
井
が
左
足
に
落
下
し

て
き
た
。
浴
室
に
い
る
職
員
、

患
者
さ
ん
や
病
室
に
い
る
独
歩

の
患
者
さ
ん
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
に
集
め
た
。
間
も
な
く

調
理
師
の
Ｅ
さ
ん
、
３
名
の
Ｄ

ｒ
、
事
務
職
員
が
５
病
棟
側
か

ら
声
を
掛
け
て
く
れ
た
。
渡
り

廊
下
は
床
が
抜
け
て
い
た
た
め

「
来
る
な
」
と
伝
え
た
が
、
調

理
師
の
Ｅ
さ
ん
は
飛
ん
で
き
て

く
れ
た
。

　
大
き
な
揺
れ
は
続
い
て
い
た

が
、 

①
独
歩
②
護
送
③
担
送
の

順
で
非
常
階
段
か
ら
外
に
避
難

さ
せ
た
。（
こ
の
時
つ
く
づ
く

非
常
時
こ
そ
非
常
用
出
口
は
ス

ロ
ー
プ
じ
ゃ
な
い
と
だ
め
だ
な

と
感
じ
た
）

　
ひ
ど
い
揺
れ
の
中
の
作
業
で

あ
り
、
職
員
も
悲
鳴
を
上
げ
な

が
ら
の
避
難
だ
っ
た
の
だ
が
、

人
工
呼
吸
器
・
Ｂ
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｐ
装

着
の
患
者
さ
ん
２
名
を
、
ア
ン

ビ
ュ
ー
バ
ッ
ク
で
避
難
し
た
。

　
外
に
避
難
し
た
と
こ
ろ
で

「
津
波
が
来
る
か
ら
精
神
科
２

階
に
避
難
し
て
」
と
言
わ
れ
、

〈
2
面
へ
続
く
〉

松
崎
　
純
子
（
福
厚
労
双
葉
分
会
長
）

大
震
災
|
そ
の
時
わ
た
し
は

大
震
災
|
そ
の
時
わ
た
し
は

大
震
災
|
そ
の
時
わ
た
し
は

2011年６月10日（金） 13時半
           ～11日（土） 正午  
浅草・台東区民館
浅草ビューホテル
23,000円（１泊２食＋参加費）

いまだからこそ平和で人間らしく生きることのできる
社会について考えよう
いまだからこそ平和で人間らしく生きることのできる
社会について考えよう

in東京

東京大空襲の爪痕をフィールドワーク
戦争体験者のお話など…

全厚労全厚労

日　時

場　所

宿　泊

参加費

記念講演

体験学習

小森陽一さん
日本国憲法と私たちの
            いま・未来（仮題）

東京大学教授・（九条の会事務局長）

主な企画主な企画主な企画

避難所を訪れる折笠さんと松崎さん（左）

がれきの山と化した南相馬市

6
3
4
m
と
な
っ
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
全
厚
労
本
部
よ
り
）

　
３
月
11
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、一ヶ
月

余
り
。
最
大
震
度
７
の
巨
大
地
震
に
加
え
、
大
津
波
、

そ
し
て
未
だ
収
束
の
見
え
な
い
福
島
原
発
事
故
、
そ
れ

に
伴
う
風
評
被
害
な
ど
、
被
災
地
は
三
重
・
四
重
の
苦

難
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
死
者
は
分
か
っ
た
だ
け
で
も
１
万
３
千
人
（
４
月
10
日

現
在
）
を
越
え
、
行
方
不
明
合
わ
せ
て
３
万
人
近
く
、

避
難
し
て
い
る
人
も
15
万
人
余
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
被
害
の
全
容
も
つ
か
め
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
震
度
６
程
度
の
余
震
も
起
こ
っ
て
お
り
、
福
島
原

発
事
故
と
と
も
に
復
旧
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
|

東
日
本
大
震
災
|

東
日
本
大
震
災
|

医
療
現
場
を
支
え
る
労
働
者

医
療
現
場
を
支
え
る
労
働
者福厚労

仲
間
は
最
後
ま
で
助
け
る

医
療
機
関
の
使
命
を
持
っ
て

仲
間
は
最
後
ま
で
助
け
る

医
療
機
関
の
使
命
を
持
っ
て

仲
間
は
最
後
ま
で
助
け
る

医
療
機
関
の
使
命
を
持
っ
て

【1面】東日本大震災－その時
6月に女性集会を開催

【2面】全国各地から医療支援
【3面】新人さんへ労働組合とは

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

今号のわだい今号のわだい今号のわだい

（1） 2011年４月20日 第375号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　2004年10月、新潟県中越地震が発生しまし

た。労働組合では1995年に起きた阪神淡路大

震災を教訓に、各病院に無線機と取り扱い者を配置するなど

設備面でも整備を行い、防災訓練など強化を行っていました。

電話が機能しない中、被災状況や患者搬入などの情報交換に

大きな力を発揮しました。

　もっとも被害の大きい中条第二病院では病棟外壁が崩れ、

自力で再建することは困難な状況でした。労働組合として11

月には県や国へ都市部を念頭に作られた「災害時復旧補助の

基準」を広げるよう、要請を行いました。繰り返し挑んだ厚

労省との交渉で「公的病院にも公立病院同様の３分の２の補

助を適用する」と回答が出され、復旧への大きな一歩になり

ました。

　２月に「次年度計画において全面委託」と告げられ「この
まま働き続けたい」と取り組み開始。交渉の状況や気持ちな
どのビラを配ると職員の皆さんから励ましやアドバイスが
次々に。雇用継続と委託反対の署名を集めて交渉を重ね、7月
に会側から委託撤回と謝罪がありました。

日本医労連青年
交流集会

アクトインサマー
（2009年山梨）

全厚労青年交流集会
K’s station
（2010年三重）

新潟
中越地震
（2004年）

大災害でも連携して
地域医療を守った
大災害でも連携して
地域医療を守った
大災害でも連携して
地域医療を守った

給食の外部委託化を
阻止しました
給食の外部委託化を
阻止しました
給食の外部委託化を
阻止しました

大分
（2008年）

　福厚労では2009年春闘で臨時職員29名の正職員化が実現し
ました。正職員と働き方は変わらないのに賃金や労働条件に
格差があり、それでも「いつかは正職員に」という思いで1
年雇用を継続してきた方も多く、10年ほど前から要求に掲げ
て粘り強く訴えてきたことが実りました。

一緒に働いていた
職員の正規職員化 
一緒に働いていた
職員の正規職員化 
一緒に働いていた
職員の正規職員化 

福島
（2009年）

　2009年末に厚生連の経営改善計画に「湖東病院は廃止が最も
有力」と記されている事が報道されました。これに対し住民
とともに住民の会を結成。県交渉や署名などに取り組み、病
院改築案を復活することができました。現在は医師確保に向
け具体案を作り、力を合わせて存続に向けて取り組んでいます。

病院の危機にも地域
住民と力を合わせて
病院の危機にも地域
住民と力を合わせて
病院の危機にも地域
住民と力を合わせて

秋田
（2010年）

労働組合ってこんなところ労働組合ってこんなところ労働組合ってこんなところ
●労働者ならだれでも入れる
雇われて働き賃金を受け取る人＝労働者であれば正規雇用でも、パー
ト雇用でも、どんな宗教を信じていても入ることができます。

●みんなで話し合って要求を決め、一致団結してたたかう
自分たちの職場で不満に思っている事や困っている事を出し合って、
要求としてまとめて実現するために活動しています。

●使用者と対等な立場で話し合う
労働者は一人ひとりでは労働者を雇って働かせる人＝使用者に太刀打
ちできませんが労働組合であれば使用者は話し合いに応じる義務があ
ります。

●組合員は誰でも意見を表明でき、何かを決める時も平等
どんな要求をするか、どんなたたかい方をするか労働組合では組合員の
意見を持ち寄ってしっかり話し合い、時には投票をして決めています。

●労働者の健康と生活を守る
私たちはみな健康で文化的な生活を営む権利＝生存権（憲法25条）を
持っています。やりがいを持って働き、趣味やスポーツも楽しめるよ
うな労働条件を求めています。

●みんなで力を合わせて労働条件を変える
一人で声をあげてもなかなか通らない事でも、みんなの声を束ねて力
を合わせることでより良い労働条件を勝ち取ることができます。

●労働者の権利と雇用を守る
生休・有休取得や残業代の請求など労働者の当たり前の権利をキチン
と行使できる環境を作り、働き続けられる職場にしています。

●患者さん・地域住民のために
労働組合として使用者と交渉するだけではなく、患者さんや地域住民
の方々が利用しやすい病院・施設にするために制度改善を求めて行政
や議員に働きかけを行っています。

労働者同士の助け合いの組織

全国の厚生連病院で
働く仲間の労働組合

107病院
約29,500名の組合員全厚労全厚労

日本唯一の医療・介護
労働者の産業別労働組合

47都道府県
すべてで約17万人医労連医労連

全
国
各
地
か
ら
医
療
支
援
へ

全
国
各
地
か
ら
医
療
支
援
へ

全
国
各
地
か
ら
医
療
支
援
へ

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
被
災
さ
れ
た
多
く
の

方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の

早
期
の
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
４
月
８
日
現
在
、

地震発生時から連絡の取れなかった
DMAT隊員と再会

私
は
す
で
に
２
度
被
災
地
入
り

し
石
巻
赤
十
字
病
院
で
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
度
目
は
発
災
直
後
の
３
月

11
日
〜
14
日
の
４
日
間
、
日
本

D
M
A
T
隊
員
と
し
て
、
二
度

目
は
３
月
25
日
〜
30
日
ま
で
の

６
日
間
石
巻
圏
合
同
救
護
チ
ー

ム
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
時
に
は

偶
然
に
も
愛
知
か
ら

遠
く
８
０
０
キ
ロ
離

れ
た
石
巻
赤
十
字
病

院
を
当
院
職
員
４
名

（
内
１
人
は
D
M
A
T

隊
員
）
が
見
学
中
で

し
た
。
４
名
と
は
地

震
直
後
に
一
度
だ
け

電
話
が
通
じ
無
事
が

確
認
で
き
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
津
波
被
害

に
よ
り
携
帯
電
話
を
は
じ

め
す
べ
て
の
通
信
機
器
が

不
通
と
な
り
、
13
日
に
合

流
す
る
ま
で
の
長
時
間
安

否
の
確
認
が
出
来
ず
大
変

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
石
巻
赤
十
字
病
院
の
職
員
の

方
々
は
自
分
の
家
族
の
安
否
確

認
も
ま
ま
な
ら
な
い
大
変
な
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４
名
に

貴
重
な
食
事
や
寝
具
寝
室
を
提

供
し
て
く
だ
さ
り
、
不
安
な
気

持
ち
を
紛
ら
わ
す
た
め
、
や
さ

し
く
声
か
け
ま
で
し
て
い
た
だ

く
な
ど
ほ
ん
と
う
に
温
か
く
も

て
な
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
任
務
が
終
了
し

た
３
月
14
日
に
一
旦
愛
知
に
戻

り
ま
し
た
が
、
数
日
後
状
況
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
救
護
チ
ー
ム

が
不
足
し
て
い
る
と
の
情
報
を

得
た
た
め
、
お
世
話
に
な
っ
た

恩
返
し
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と

再
度
26
日
に
石
巻
赤
十
字
病
院

へ
到
着
し
石
巻
圏
合
同
医
療
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
活
動
を
再

開
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
石
巻

市
沿
岸
部
の
壊
滅
的
被
害
状
況

を
自
分
の
目
で
確
認
し
、
住
民

た
ち
の
大
切
な
人
、
大
切
な
も

の
、
大
切
な
街
な
ど
、
す
べ
て

を
一
瞬
で
破
壊
す
る
津
波
の
恐

怖
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。そ
の
後
は
病
院
支
援
活
動
・

避
難
所
巡
回
診
療
・
ヘ
リ
搬
送

な
ど
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
現
在
も
医
療
救
護
チ
ー
ム
に

限
ら
ず
多
く
の
国
民
が
支
援
に

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
遠
く

離
れ
た
愛
知
か
ら
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
分
た
ち
に
こ
れ
か
ら

何
が
出
来
る
の
か
も
っ
と
も
っ

と
よ
く
考
え
て
被
災
者
の
皆
さ

ん
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
石
巻
圏
合
同

救
護
チ
ー
ム
の
皆
様
の
健
康
と

更
な
る
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
の
厚
生
連
病
院
か
ら
も
医
療
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
当
初
よ
り
、
新
潟
、
秋
田
、
長
野
な
ど
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ

ー
ム
が
派
遣
さ
れ
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
で
活
動
し
た
の
を
始
め
、

そ
の
後
も
、
各
都
道
府
県
か
ら
の
要
請
で
、
各
病
院
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
出
動
、
医
療
救
護
班
の
派
遣
、
ま
た
厚
労
省
の
要
請
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
チ
ー
ム
の
派
遣
な
ど
、
被
災
地
の
状
況
に
応
じ
て
、

様
々
な
医
療
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
石
巻
市
へ
２
度
、
支
援
に
入
っ
た
愛
知
県
厚
生
連
労
組

の
長
谷
川
さ
ん
に
手
記
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

避難所を廻って診察行う

石
巻
圏
合
同
救
護
チ
ー
ム
・

安
城
更
生
病
院
D
M
A
T
チ
ー
ム
業
務
調
整
員

　
　  

長
谷
川
雅
敏
（
愛
厚
労
書
記
次
長
）

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ・
救
護
班
に
て
活
動

宮
城
・
石
巻
日
赤
へ

患
者
さ
ん
を
移
動
し
た
。

　
そ
の
途
中
「
妊
婦
さ
ん
が
精

神
科
の
屋
上
に
い
る
か
ら
Ｋ
医

師
を
屋
上
に
連
れ
て
っ
て
」
と

師
長
よ
り
指
示
が
あ
り
、Ｏ
Ｐ

着
姿
の
Ｋ
医
師
を
屋
上
に
誘
導

し
た
。（
地
震
時
、
帝
王
切
開

の
途
中
で
あ
り
、
一
人
出
産
出

来
た
と
の
こ
と
。
の
ち
に
そ
の

子
は
ス
タ
ッ
フ
か
ら
勝
手
に

「
津
波
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。）
屋
上
に
上
が
っ
て
少

し
た
っ
て
か
ら
Ｋ
医
師
が
「
あ

れ
が
津
波
だ
っ
た
ら
大
変
だ
」

と
言
っ
た
の
で
海
の
方
を
見
る

と
、
水
平
線
と
近
く
の
丘
が
一

直
線
に
な
っ
て
お
り
、
水
平
線

は
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
病
院
の
近
く

ま
で
水
が
上
が
っ
て
き
た
。

　
少
し
た
つ
と
救
急
車
の
音
が

何
回
も
聞
こ
え
て
き
た
。
外
来

ス
タ
ッ
フ
は
溺
水
し
た
患
者
さ

ん
の
対
応
に
お
わ
れ
て
い
た
。

３
月
11
日
夕
方

　
独
歩
の
患
者
さ
ん
は
精
神
科

の
１
階
に
、
護
送
・
担
送
の
患

者
さ
ん
は
精
神
科
の
２
階
に
ほ

ぼ
避
難
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
県

立
大
野
病
院
に
出
向
に
行
っ
て

い
た
ス
タ
ッ
フ
が
次
々
と
戻
っ

て
き
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
ず
っ

と
ア
ン
ビ
ュ
ー
を
押
し
て
い
た

２
名
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
人

工
呼
吸
器
や
Ｂ
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
病

棟
か
ら
運
び
込
み
装
着
で
き

た
。
ま
た
必
要
物
品
・
栄
養
剤

も
取
り
に
行
き
、
患
者
さ
ん
の

観
察
や
栄
養
管
理
を
始
め
た
。

　
自
分
で
食
事
が
で
き
る
患
者

さ
ん
・
家
族
・
職
員
は
隣
の
老

健
施
設
に
よ
る
炊
き
出
し
の
お

に
ぎ
り
が
出
た
。
ま
た
当
院
の

調
理
師
さ
ん
た
ち
が
乾
パ
ン
や

お
か
ゆ
な
ど
の
保
存
食
を
準
備

し
て
く
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
勤
務
の
割
り
振
り

が
さ
れ
た
。
道
路
は
隆
起
や
陥

没
が
ひ
ど
く
車
で
帰
る
の
は
困

難
と
の
情
報
が
あ
り
、
家
ま
で

の
距
離
が
あ
る
人
を
中
心
に
夜

勤
を
行
う
事
に
な
っ
た
。
歩
い

て
す
ぐ
病
院
に
来
れ
る
人
は
１

度
自
宅
に
帰
り
、
次
の
日
の
朝

早
め
に
病
院
に
来
る
よ
う
に
と

指
示
が
あ
り
、
私
は
１
度
帰
宅

し
た
。
そ
の
時
、
第
１
原
発
か

ら
半
径
２
キ
ロ
圏
内
の
住
民
に

避
難
指
示
と
な
っ
て
い
た
。（
当

院
は
半
径
約
３
キ
ロ
）

３
月
12
日
朝

　
家
の
中
も
素
足
で
は
歩
け

ず
、
居
場
所
も
な
い
状
態
で
、

余
震
も
続
い
て
い
た
た
め
睡
眠

も
と
れ
ず
に
朝
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
テ
レ
ビ
を
見
る
と
第
１

原
発
か
ら
半
径
３
キ
ロ
圏
内
避

難
命
令
と
な
っ
て
い
た
。
き
っ

と
病
院
も
避
難
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
、
と
り
あ
え
ず

必
要
な
も
の
を
手
に
取
り
、
早

め
に
家
を
出
た
。
病
院
で
は
事

務
の
方
が
避
難
の
手
配
を
し
て

い
た
が
、
病
棟
で
は
夜
勤
者
が

朝
の
お
む
つ
交
換
・
朝
の
食
事

は
す
ま
せ
て
あ
り
、
回
診
・
点

滴
な
ど
の
業
務
に
入
る
よ
う
指

示
が
出
た
。（
避
難
の
準
備
は

大
丈
夫
な
の
か
と
疑
問
に
感
じ

た
が
、
忙
し
く
な
り
検
討
す
る

時
間
は
な
か
っ
た
）

　
時
々
外
を
見
る
と
自
衛
隊
・

警
察
の
姿
が
見
え
た
。
警
察
の

人
は
防
護
服
だ
っ
た
。
ヘ
リ
の

音
も
聞
こ
え
た
。
そ
の
頃
、
東

電
第
１
号
機
か
ら
放
射
性
物
質

を
含
ん
だ
水
蒸
気
を
出
す
と
い

う
事
で
、
屋
内
退
避
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
バ
ス
２

台
が
到
着
し
た
。
独
歩
・

護
送
の
患
者
さ
ん
の
避
難

が
は
じ
ま
り
、
１
台
目
の

バ
ス
は
病
院
全
体
で
川
俣

に
避
難
す
る
事
を
伝
え
、

出
て
も
ら
っ
た
よ
う
だ
。

精
神
科
の
患
者
さ
ん
が
多

く
乗
っ
て
い
た
。
し
か
し

職
員
は
乗
車
せ
ず
、
そ
の

後
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ

た
。
２
台
目
の
バ
ス
は
担

送
の
患
者
さ
ん
を
除
い
た
精
神

科
の
患
者
さ
ん
が
全
員
乗
車
。

一
般
科
の
患
者
さ
ん
も
数
名
乗

車
し
た
。
こ
の
時
、
精
神
科
の

ス
タ
ッ
フ
は
Ｋ
主
任
の
み
病
院

に
残
り
、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ

も
全
員
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
で
川

俣
に
避
難
し
て
し
ま
っ
た
。

　
残
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
は
看
護

部
長
さ
ん
よ
り
「
残
っ
た
人
は

病
院
か
ら
出
ら
れ
る
手
段
が
な

い
。
こ
こ
に
残
る
こ
と
に
な
り

ま
す
」
と
話
が
あ
っ
た
。
思
う

と
こ
ろ
は
多
々
あ
っ
た
が
、
引

き
続
き
業
務
を
続
け
た
。

　
途
中
、
再
度
３
病
棟
主
任
よ

り
集
合
を
か
け
ら
れ
「
原
発
が

最
悪
の
場
合
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
様
な
状
態
に
な
る
。
避
難
す

る
か
こ
こ
に
残
る
か
の
選
択
が

必
要
に
な
る
。」
と
話
が
あ
っ

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
「
な
ん

で
そ
ん
な
選
択
を
私
た
ち
に
さ

せ
る
の
か
」「
早
く
避
難
し
た

い
」「
帰
し
て
下
さ
い
」「
せ
め

て
若
い
人
は
帰
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
」
な
ど
今
ま
で
の
思
い
が

出
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。
私
は

避
難
＝
患
者
さ
ん
の
放
置
と
な

る
た
め
、
と
て
も
答
え
が
出
な

か
っ
た
。

　
話
し
合
い
の
最
中
Ｆ
医
師
が

「
自
衛
隊
の
ヘ
リ
が
来
る
。
担

送
の
患
者
さ
ん
を
乗
せ
る
ぞ
。

早
く
！
」
と
病
棟
に
来
た
。
男

性
看
護
師
は
Ｋ
主
任
以
外
２
台

目
の
バ
ス
で
避
難
し
て
い
た
が
、

技
術
・
調
理
師
・
医
師
・
事
務

職
員
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

　
ま
ず
自
衛
隊
の
車
で
双
葉
高

校
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら
ヘ
リ
が

出
る
と
の
こ
と
。
私
は
避
難
先

で
も
車
が
必
要
に
な
る
と
思
っ

て
、
自
分
の
車
で
移
動
し
た
か

っ
た
が
、
師
長
よ
り
「
患
者
さ

ん
の
管
理
を
頼
む
、
私
た
ち
も

必
ず
あ
と
か
ら
行
く
か
ら
」
と

指
示
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
と
一

緒
に
自
衛
隊
の
車
に
乗
っ
た
。

　
双
葉
高
校
に
着
い
て
、
待
機

の
た
め
に
屋
内
に
患
者
さ
ん
を

移
動
し
て
い
た
。
ほ
ど
な
く
し

て
見
え
た
ヘ
リ
が
自
衛
隊
の
そ

れ
で
は
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
の
ヘ

リ
は
ほ
ん
と
に
薄
情
だ
と
思
っ

て
い
た
。
そ
の
時
、「
ド
ー
ン
」

と
大
き
な
音
と
と
も
に
体
に
衝

撃
を
受
け
た
。
立
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
１
〜
２
歩
後
ろ
に
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
の
衝
撃

だ
っ
た
。「
間
に
合
わ
な
か
っ

た
…
。」
と
思
っ
た
。  （
つ
づ
く
）

（
注
　
個
人
名
や
長
文
の
た
め

一
部
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
）

〈
1
面
か
ら
続
く
〉

‥

対策本部を訪れた松崎分会長（右）と山田中執

患
者
さ
ん
を
１
階
に
避
難
さ
せ
、

廊
下
が
病
室
に
な
っ
た

（
栃
尾
郷
病
院
）

山形県立中央病院へ患者をヘリ搬送

（3） 2011年４月20日 第375号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2011年４月20日 第375号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　2004年10月、新潟県中越地震が発生しまし

た。労働組合では1995年に起きた阪神淡路大

震災を教訓に、各病院に無線機と取り扱い者を配置するなど

設備面でも整備を行い、防災訓練など強化を行っていました。

電話が機能しない中、被災状況や患者搬入などの情報交換に

大きな力を発揮しました。

　もっとも被害の大きい中条第二病院では病棟外壁が崩れ、

自力で再建することは困難な状況でした。労働組合として11

月には県や国へ都市部を念頭に作られた「災害時復旧補助の

基準」を広げるよう、要請を行いました。繰り返し挑んだ厚

労省との交渉で「公的病院にも公立病院同様の３分の２の補

助を適用する」と回答が出され、復旧への大きな一歩になり

ました。

　２月に「次年度計画において全面委託」と告げられ「この
まま働き続けたい」と取り組み開始。交渉の状況や気持ちな
どのビラを配ると職員の皆さんから励ましやアドバイスが
次々に。雇用継続と委託反対の署名を集めて交渉を重ね、7月
に会側から委託撤回と謝罪がありました。

日本医労連青年
交流集会

アクトインサマー
（2009年山梨）

全厚労青年交流集会
K’s station
（2010年三重）

新潟
中越地震
（2004年）

大災害でも連携して
地域医療を守った
大災害でも連携して
地域医療を守った
大災害でも連携して
地域医療を守った

給食の外部委託化を
阻止しました
給食の外部委託化を
阻止しました
給食の外部委託化を
阻止しました

大分
（2008年）

　福厚労では2009年春闘で臨時職員29名の正職員化が実現し
ました。正職員と働き方は変わらないのに賃金や労働条件に
格差があり、それでも「いつかは正職員に」という思いで1
年雇用を継続してきた方も多く、10年ほど前から要求に掲げ
て粘り強く訴えてきたことが実りました。

一緒に働いていた
職員の正規職員化 
一緒に働いていた
職員の正規職員化 
一緒に働いていた
職員の正規職員化 

福島
（2009年）

　2009年末に厚生連の経営改善計画に「湖東病院は廃止が最も
有力」と記されている事が報道されました。これに対し住民
とともに住民の会を結成。県交渉や署名などに取り組み、病
院改築案を復活することができました。現在は医師確保に向
け具体案を作り、力を合わせて存続に向けて取り組んでいます。

病院の危機にも地域
住民と力を合わせて
病院の危機にも地域
住民と力を合わせて
病院の危機にも地域
住民と力を合わせて

秋田
（2010年）

労働組合ってこんなところ労働組合ってこんなところ労働組合ってこんなところ
●労働者ならだれでも入れる
雇われて働き賃金を受け取る人＝労働者であれば正規雇用でも、パー
ト雇用でも、どんな宗教を信じていても入ることができます。

●みんなで話し合って要求を決め、一致団結してたたかう
自分たちの職場で不満に思っている事や困っている事を出し合って、
要求としてまとめて実現するために活動しています。

●使用者と対等な立場で話し合う
労働者は一人ひとりでは労働者を雇って働かせる人＝使用者に太刀打
ちできませんが労働組合であれば使用者は話し合いに応じる義務があ
ります。

●組合員は誰でも意見を表明でき、何かを決める時も平等
どんな要求をするか、どんなたたかい方をするか労働組合では組合員の
意見を持ち寄ってしっかり話し合い、時には投票をして決めています。

●労働者の健康と生活を守る
私たちはみな健康で文化的な生活を営む権利＝生存権（憲法25条）を
持っています。やりがいを持って働き、趣味やスポーツも楽しめるよ
うな労働条件を求めています。

●みんなで力を合わせて労働条件を変える
一人で声をあげてもなかなか通らない事でも、みんなの声を束ねて力
を合わせることでより良い労働条件を勝ち取ることができます。

●労働者の権利と雇用を守る
生休・有休取得や残業代の請求など労働者の当たり前の権利をキチン
と行使できる環境を作り、働き続けられる職場にしています。

●患者さん・地域住民のために
労働組合として使用者と交渉するだけではなく、患者さんや地域住民
の方々が利用しやすい病院・施設にするために制度改善を求めて行政
や議員に働きかけを行っています。

労働者同士の助け合いの組織

全国の厚生連病院で
働く仲間の労働組合

107病院
約29,500名の組合員全厚労全厚労

日本唯一の医療・介護
労働者の産業別労働組合

47都道府県
すべてで約17万人医労連医労連

全
国
各
地
か
ら
医
療
支
援
へ

全
国
各
地
か
ら
医
療
支
援
へ

全
国
各
地
か
ら
医
療
支
援
へ

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
被
災
さ
れ
た
多
く
の

方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の

早
期
の
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
４
月
８
日
現
在
、

地震発生時から連絡の取れなかった
DMAT隊員と再会

私
は
す
で
に
２
度
被
災
地
入
り

し
石
巻
赤
十
字
病
院
で
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
度
目
は
発
災
直
後
の
３
月

11
日
〜
14
日
の
４
日
間
、
日
本

D
M
A
T
隊
員
と
し
て
、
二
度

目
は
３
月
25
日
〜
30
日
ま
で
の

６
日
間
石
巻
圏
合
同
救
護
チ
ー

ム
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
時
に
は

偶
然
に
も
愛
知
か
ら

遠
く
８
０
０
キ
ロ
離

れ
た
石
巻
赤
十
字
病

院
を
当
院
職
員
４
名

（
内
１
人
は
D
M
A
T

隊
員
）
が
見
学
中
で

し
た
。
４
名
と
は
地

震
直
後
に
一
度
だ
け

電
話
が
通
じ
無
事
が

確
認
で
き
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
津
波
被
害

に
よ
り
携
帯
電
話
を
は
じ

め
す
べ
て
の
通
信
機
器
が

不
通
と
な
り
、
13
日
に
合

流
す
る
ま
で
の
長
時
間
安

否
の
確
認
が
出
来
ず
大
変

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
石
巻
赤
十
字
病
院
の
職
員
の

方
々
は
自
分
の
家
族
の
安
否
確

認
も
ま
ま
な
ら
な
い
大
変
な
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４
名
に

貴
重
な
食
事
や
寝
具
寝
室
を
提

供
し
て
く
だ
さ
り
、
不
安
な
気

持
ち
を
紛
ら
わ
す
た
め
、
や
さ

し
く
声
か
け
ま
で
し
て
い
た
だ

く
な
ど
ほ
ん
と
う
に
温
か
く
も

て
な
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
任
務
が
終
了
し

た
３
月
14
日
に
一
旦
愛
知
に
戻

り
ま
し
た
が
、
数
日
後
状
況
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
救
護
チ
ー
ム

が
不
足
し
て
い
る
と
の
情
報
を

得
た
た
め
、
お
世
話
に
な
っ
た

恩
返
し
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と

再
度
26
日
に
石
巻
赤
十
字
病
院

へ
到
着
し
石
巻
圏
合
同
医
療
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
活
動
を
再

開
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
石
巻

市
沿
岸
部
の
壊
滅
的
被
害
状
況

を
自
分
の
目
で
確
認
し
、
住
民

た
ち
の
大
切
な
人
、
大
切
な
も

の
、
大
切
な
街
な
ど
、
す
べ
て

を
一
瞬
で
破
壊
す
る
津
波
の
恐

怖
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。そ
の
後
は
病
院
支
援
活
動
・

避
難
所
巡
回
診
療
・
ヘ
リ
搬
送

な
ど
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
現
在
も
医
療
救
護
チ
ー
ム
に

限
ら
ず
多
く
の
国
民
が
支
援
に

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
遠
く

離
れ
た
愛
知
か
ら
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
分
た
ち
に
こ
れ
か
ら

何
が
出
来
る
の
か
も
っ
と
も
っ

と
よ
く
考
え
て
被
災
者
の
皆
さ

ん
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
石
巻
圏
合
同

救
護
チ
ー
ム
の
皆
様
の
健
康
と

更
な
る
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
の
厚
生
連
病
院
か
ら
も
医
療
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
当
初
よ
り
、
新
潟
、
秋
田
、
長
野
な
ど
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ

ー
ム
が
派
遣
さ
れ
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
で
活
動
し
た
の
を
始
め
、

そ
の
後
も
、
各
都
道
府
県
か
ら
の
要
請
で
、
各
病
院
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
出
動
、
医
療
救
護
班
の
派
遣
、
ま
た
厚
労
省
の
要
請
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
チ
ー
ム
の
派
遣
な
ど
、
被
災
地
の
状
況
に
応
じ
て
、

様
々
な
医
療
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
石
巻
市
へ
２
度
、
支
援
に
入
っ
た
愛
知
県
厚
生
連
労
組

の
長
谷
川
さ
ん
に
手
記
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

避難所を廻って診察行う

石
巻
圏
合
同
救
護
チ
ー
ム
・

安
城
更
生
病
院
D
M
A
T
チ
ー
ム
業
務
調
整
員

　
　  

長
谷
川
雅
敏
（
愛
厚
労
書
記
次
長
）

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ・
救
護
班
に
て
活
動

宮
城
・
石
巻
日
赤
へ

患
者
さ
ん
を
移
動
し
た
。

　
そ
の
途
中
「
妊
婦
さ
ん
が
精

神
科
の
屋
上
に
い
る
か
ら
Ｋ
医

師
を
屋
上
に
連
れ
て
っ
て
」
と

師
長
よ
り
指
示
が
あ
り
、Ｏ
Ｐ

着
姿
の
Ｋ
医
師
を
屋
上
に
誘
導

し
た
。（
地
震
時
、
帝
王
切
開

の
途
中
で
あ
り
、
一
人
出
産
出

来
た
と
の
こ
と
。
の
ち
に
そ
の

子
は
ス
タ
ッ
フ
か
ら
勝
手
に

「
津
波
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。）
屋
上
に
上
が
っ
て
少

し
た
っ
て
か
ら
Ｋ
医
師
が
「
あ

れ
が
津
波
だ
っ
た
ら
大
変
だ
」

と
言
っ
た
の
で
海
の
方
を
見
る

と
、
水
平
線
と
近
く
の
丘
が
一

直
線
に
な
っ
て
お
り
、
水
平
線

は
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
病
院
の
近
く

ま
で
水
が
上
が
っ
て
き
た
。

　
少
し
た
つ
と
救
急
車
の
音
が

何
回
も
聞
こ
え
て
き
た
。
外
来

ス
タ
ッ
フ
は
溺
水
し
た
患
者
さ

ん
の
対
応
に
お
わ
れ
て
い
た
。

３
月
11
日
夕
方

　
独
歩
の
患
者
さ
ん
は
精
神
科

の
１
階
に
、
護
送
・
担
送
の
患

者
さ
ん
は
精
神
科
の
２
階
に
ほ

ぼ
避
難
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
県

立
大
野
病
院
に
出
向
に
行
っ
て

い
た
ス
タ
ッ
フ
が
次
々
と
戻
っ

て
き
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
ず
っ

と
ア
ン
ビ
ュ
ー
を
押
し
て
い
た

２
名
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
人

工
呼
吸
器
や
Ｂ
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
病

棟
か
ら
運
び
込
み
装
着
で
き

た
。
ま
た
必
要
物
品
・
栄
養
剤

も
取
り
に
行
き
、
患
者
さ
ん
の

観
察
や
栄
養
管
理
を
始
め
た
。

　
自
分
で
食
事
が
で
き
る
患
者

さ
ん
・
家
族
・
職
員
は
隣
の
老

健
施
設
に
よ
る
炊
き
出
し
の
お

に
ぎ
り
が
出
た
。
ま
た
当
院
の

調
理
師
さ
ん
た
ち
が
乾
パ
ン
や

お
か
ゆ
な
ど
の
保
存
食
を
準
備

し
て
く
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
勤
務
の
割
り
振
り

が
さ
れ
た
。
道
路
は
隆
起
や
陥

没
が
ひ
ど
く
車
で
帰
る
の
は
困

難
と
の
情
報
が
あ
り
、
家
ま
で

の
距
離
が
あ
る
人
を
中
心
に
夜

勤
を
行
う
事
に
な
っ
た
。
歩
い

て
す
ぐ
病
院
に
来
れ
る
人
は
１

度
自
宅
に
帰
り
、
次
の
日
の
朝

早
め
に
病
院
に
来
る
よ
う
に
と

指
示
が
あ
り
、
私
は
１
度
帰
宅

し
た
。
そ
の
時
、
第
１
原
発
か

ら
半
径
２
キ
ロ
圏
内
の
住
民
に

避
難
指
示
と
な
っ
て
い
た
。（
当

院
は
半
径
約
３
キ
ロ
）

３
月
12
日
朝

　
家
の
中
も
素
足
で
は
歩
け

ず
、
居
場
所
も
な
い
状
態
で
、

余
震
も
続
い
て
い
た
た
め
睡
眠

も
と
れ
ず
に
朝
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
テ
レ
ビ
を
見
る
と
第
１

原
発
か
ら
半
径
３
キ
ロ
圏
内
避

難
命
令
と
な
っ
て
い
た
。
き
っ

と
病
院
も
避
難
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
、
と
り
あ
え
ず

必
要
な
も
の
を
手
に
取
り
、
早

め
に
家
を
出
た
。
病
院
で
は
事

務
の
方
が
避
難
の
手
配
を
し
て

い
た
が
、
病
棟
で
は
夜
勤
者
が

朝
の
お
む
つ
交
換
・
朝
の
食
事

は
す
ま
せ
て
あ
り
、
回
診
・
点

滴
な
ど
の
業
務
に
入
る
よ
う
指

示
が
出
た
。（
避
難
の
準
備
は

大
丈
夫
な
の
か
と
疑
問
に
感
じ

た
が
、
忙
し
く
な
り
検
討
す
る

時
間
は
な
か
っ
た
）

　
時
々
外
を
見
る
と
自
衛
隊
・

警
察
の
姿
が
見
え
た
。
警
察
の

人
は
防
護
服
だ
っ
た
。
ヘ
リ
の

音
も
聞
こ
え
た
。
そ
の
頃
、
東

電
第
１
号
機
か
ら
放
射
性
物
質

を
含
ん
だ
水
蒸
気
を
出
す
と
い

う
事
で
、
屋
内
退
避
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
バ
ス
２

台
が
到
着
し
た
。
独
歩
・

護
送
の
患
者
さ
ん
の
避
難

が
は
じ
ま
り
、
１
台
目
の

バ
ス
は
病
院
全
体
で
川
俣

に
避
難
す
る
事
を
伝
え
、

出
て
も
ら
っ
た
よ
う
だ
。

精
神
科
の
患
者
さ
ん
が
多

く
乗
っ
て
い
た
。
し
か
し

職
員
は
乗
車
せ
ず
、
そ
の

後
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ

た
。
２
台
目
の
バ
ス
は
担

送
の
患
者
さ
ん
を
除
い
た
精
神

科
の
患
者
さ
ん
が
全
員
乗
車
。

一
般
科
の
患
者
さ
ん
も
数
名
乗

車
し
た
。
こ
の
時
、
精
神
科
の

ス
タ
ッ
フ
は
Ｋ
主
任
の
み
病
院

に
残
り
、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ

も
全
員
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
で
川

俣
に
避
難
し
て
し
ま
っ
た
。

　
残
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
は
看
護

部
長
さ
ん
よ
り
「
残
っ
た
人
は

病
院
か
ら
出
ら
れ
る
手
段
が
な

い
。
こ
こ
に
残
る
こ
と
に
な
り

ま
す
」
と
話
が
あ
っ
た
。
思
う

と
こ
ろ
は
多
々
あ
っ
た
が
、
引

き
続
き
業
務
を
続
け
た
。

　
途
中
、
再
度
３
病
棟
主
任
よ

り
集
合
を
か
け
ら
れ
「
原
発
が

最
悪
の
場
合
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
様
な
状
態
に
な
る
。
避
難
す

る
か
こ
こ
に
残
る
か
の
選
択
が

必
要
に
な
る
。」
と
話
が
あ
っ

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
「
な
ん

で
そ
ん
な
選
択
を
私
た
ち
に
さ

せ
る
の
か
」「
早
く
避
難
し
た

い
」「
帰
し
て
下
さ
い
」「
せ
め

て
若
い
人
は
帰
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
」
な
ど
今
ま
で
の
思
い
が

出
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。
私
は

避
難
＝
患
者
さ
ん
の
放
置
と
な

る
た
め
、
と
て
も
答
え
が
出
な

か
っ
た
。

　
話
し
合
い
の
最
中
Ｆ
医
師
が

「
自
衛
隊
の
ヘ
リ
が
来
る
。
担

送
の
患
者
さ
ん
を
乗
せ
る
ぞ
。

早
く
！
」
と
病
棟
に
来
た
。
男

性
看
護
師
は
Ｋ
主
任
以
外
２
台

目
の
バ
ス
で
避
難
し
て
い
た
が
、

技
術
・
調
理
師
・
医
師
・
事
務

職
員
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

　
ま
ず
自
衛
隊
の
車
で
双
葉
高

校
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら
ヘ
リ
が

出
る
と
の
こ
と
。
私
は
避
難
先

で
も
車
が
必
要
に
な
る
と
思
っ

て
、
自
分
の
車
で
移
動
し
た
か

っ
た
が
、
師
長
よ
り
「
患
者
さ

ん
の
管
理
を
頼
む
、
私
た
ち
も

必
ず
あ
と
か
ら
行
く
か
ら
」
と

指
示
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
と
一

緒
に
自
衛
隊
の
車
に
乗
っ
た
。

　
双
葉
高
校
に
着
い
て
、
待
機

の
た
め
に
屋
内
に
患
者
さ
ん
を

移
動
し
て
い
た
。
ほ
ど
な
く
し

て
見
え
た
ヘ
リ
が
自
衛
隊
の
そ

れ
で
は
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
の
ヘ

リ
は
ほ
ん
と
に
薄
情
だ
と
思
っ

て
い
た
。
そ
の
時
、「
ド
ー
ン
」

と
大
き
な
音
と
と
も
に
体
に
衝

撃
を
受
け
た
。
立
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
１
〜
２
歩
後
ろ
に
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
の
衝
撃

だ
っ
た
。「
間
に
合
わ
な
か
っ

た
…
。」
と
思
っ
た
。  （
つ
づ
く
）

（
注
　
個
人
名
や
長
文
の
た
め

一
部
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
）

〈
1
面
か
ら
続
く
〉

‥

対策本部を訪れた松崎分会長（右）と山田中執

患
者
さ
ん
を
１
階
に
避
難
さ
せ
、

廊
下
が
病
室
に
な
っ
た

（
栃
尾
郷
病
院
）

山形県立中央病院へ患者をヘリ搬送
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当
選
者
１０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
2
月
号
の
答
え
：
フ
ク
ハ
ウ
チ
）

　
新
潟
医
療
セ
ン
タ
ー
の
記
事
興

味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。
厚
生
連

の
一
員
と
な
り
、
労
働
組
合
も
本

格
的
な
活
動
が
始
ま
っ
た
よ
う
で

色
々
と
大
変
な
事
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
（
福
島
）

　
韓
国
医
療
視
察
の
記
事
と
同
じ

く
私
の
モ
ッ
ト
ー
も
「
仕
事
は
忙

し
く
て
も
楽
し
く
」
で
す
。
現
状

は
厳
し
い
で
す
が
若
い
ス
タ
ッ
フ

が
生
き
が
い
を
持
っ
て
仕
事
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
も
の
で
す
（
秋
田
）

　
新
潟
医
療
セ
ン
タ
ー
が
厚
生
連

に
移
譲
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
全
厚

労
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
で
始
め
て
知

り
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
ほ
し
い
な

ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
（
静
岡
）

　
J
A
L
の
「
整
理
解
雇
」
に
つ

い
て
読
み
ま
し
た
。
人
件
費
を
カ

ッ
ト
し
て
再
生
を
目
指
す
よ
り
も
、

も
っ
と
他
の
無
駄
な
部
分
を
見
直

す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
…
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
分
達
も
含

め
ど
こ
の
企
業
に
と
っ
て
も
同
じ

事
。
働
く
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
こ
そ

の
現
場
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
（
秋
田
）

　
写
真
も
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
て

見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
読
者
の
声

は
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
（
新
潟
）

　
2
月
5
日
〜
6
日
の
西
日
本
ブ

ロ
ッ
ク
春
闘
討
論
集
会
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
集

会
に
集
ま
る
と
頑
張
っ
て
い
る
な

ぁ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
懇
親

会
が
や
は
り
一
番
楽
し
か
っ
た
の

で
す
が
。
何
か
と
勉
強
に
な
り
や

は
り
出
て
い
か
な
い
と
わ
か
ら
ん

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
（
徳
島
）

　
労
基
法
ク
イ
ズ
を
い
つ
も
楽
し

く
読
ん
で
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
あ

る
権
利
も
知
ら
な
け
れ
ば
使
え
ま

せ
ん
。
勉
強
に
な
り
ま
す
（
富
山
）

　皆さん、よく御存じの我が三厚労中央執行委員
長の伊藤岩吉さんです。全厚労では「とらきち～」
の方が馴染みがあるかもしれません。
　この３月に定年退職を迎えられ、3/18に執行委
員で還暦のお祝い会をし、とても盛り上りました。
三厚労誰もが心配しましたが雇用延長で引き続き
書記局で専従をして頂きます。
　組合員から「岩吉さん、岩吉さん」と父親のように慕われ、自分の

ことよりも先ずは人の事を優先の人です。組合員からは「伊
藤さんのような人になりたい」という声も沢山あります。
　プライベートでは、先日から２人目、３人目の孫が次々に
生まれ、上の子のお世話を悪戦苦闘しながらも奥さんと一緒
に楽しくしてみえます。
　「三厚労の父　伊藤さん　これからも頑張ってください！」

　長厚労からは、鹿教湯三才山リハセンター
支部の若手作業療法士の番場靖さんを紹介し
ます。
　鹿教湯三才山リハセンター支部では主にリ
ハビリ中心の患者さんが入院しております。
その中で番場さんは回復期リハ病棟におり、２年目
という未だ若手の存在として活躍されております。
　趣味はお酒を飲んだり友人と盛り上がること・ス

ノーボード・ケツメイシライブほか多趣味ということで明るい存在が写真か
らも紙面からも受け取れる方です。
　組合活動では青年部に一目を置かれており、次期青年部長としても
期待されている存在です。
　こんな明るい番場さんですが、朝早く出勤し、夜は家に帰っても勉
強の毎日という真面目な一面もあり…あと野球もやっ
ているそうです。
　期待の２年目ルーキーを紹介しました。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第50回は長野・三重にお願いを
しました。

長野　番場　靖さん

三重　伊藤岩吉さん

入院（１～180日）

休業（１～90日）※

死亡時

医労連
共済
医労連
共済 あなたもどうぞあなたもどうぞあなたもどうぞ
私たちの組合では病気やまさか！の事故に備え
てみんなで支え合う共済の制度を持っています。

●助け合いの制度だから掛金が安い
お金儲けを目的としない助け合い運動だから安い掛け金で
大きな保障ができます。

●掛金の70%を給付に。余れば還元
組合員の利益を第一に剰余が出たら加入者に還元しています。

●保障内容がシンプルで分かりやすい
ライフスタイルに合わせてプランを組み立てることができ
ます。

選んで掛けれる豊富なプラン
シンプルなセット7型（月800円）
選んで掛けれる豊富なプラン
シンプルなセット7型（月800円）
選んで掛けれる豊富なプラン
シンプルなセット7型（月800円）

100万円

1400円／月
（セット7型＋医療共済6口）

5,000円／日

2400円／月
（セット7型＋医療共済16口）

独身の
方なら

手頃な掛け金型 しっかり保障型

2,500円／日

入院（１～180日）

休業（１～90日）※

死亡時 100万円

10,000円／日

5,000円／日

※連続5日以上休業のとき　1日目から保障
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